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- 惑星状星雲は [OIII] などの高電離輝線が特徴的 ⇆ 低電離領域を微小構造として持つことがある (↑参照)
- 低電離構造の成因･物理を理解するためには neutral & molecular gas の分布を調べることが必要
- 低電離構造が高速で動いている天体 (K 4-47) とさほどでもない天体 (NGC 7662) をそれぞれ選択
- Gemini-N/NIRI の narrow-band imaging で H2 (1-0), H2 (2-1), Brγ の強度マップを作成
- 輝線強度比から K 4-47 では shock が NGC 7662 では中心星からの UV が H2 の主な励起源であると推定
- 内部に密度の高いガスがあり局所的に PDR に似た構造を形成しているという説明と矛盾がない

NGC 6826 の HST 画像
赤色は [SII] & [NII] で低電離領域を示す

H2 (1-0) S(1) H2 (2-1) S(1) HST [NII] λ6584 HST [OI] λ6300 H2 (1-0) S(1) contour on Brγ

H2 (1-0) S(1) HST [NII]/[OIII] ratio
R(H2) ≡ I(H2 (1-0))/I(H2 (2-1))

R(Brγ) ≡ I(H2 (1-0))/I(Brγ)


